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≪抄録≫
　わが国の専門看護師制度と高度実践看護師制度を概観した。聖隷クリストファー大学大
学院看護学研究科においては、2006 年 4 月から、がん看護学領域に専門看護師教育課程




























































2009（平成 21）年 日本看護系大学協議会が高度実践看護師 (APN）38単位提案
2011（平成 23）6月 日本看護系大学学協議会総会で「高度実践看護師グランドデザイン」提案
2012（平成 24）年 6月 日本看護系大学協議会が専門看護師教大学院育課程基準（38単位）の総
会承認




2015（平成 27）年 7月 日本看護系大学協議会がプライマリケア領域でナースプラクティショ
ナー教育制度認定開始










































































































共通科目 2006（平成 18）年 4月～ 2015（平成 27）年 4月、38単位に移行
がん看護学 2006（平成 18）年 4月～ 2015（平成 27）年 4月、38単位に移行
慢性看護学 2011（平成 23）年 4月～ 2016（平成 28）年 4月、38単位に移行
小児看護学 2012（平成 24）年 4月～ 2016（平成 28）年 4月、38単位に移行
急性期看護学 2012（平成 24）年 4月～ 2015（平成 27）年 4月、38単位に移行
高度実践看護師教育課程（38単位）
領　域 認定年度 有効期限
共通科目 2015（平成 27）年 4月～ 2026（令和 8）年 3月
がん看護学 2015（平成 27）年 4月～ 2026（令和 8）年 3月
慢性看護学 2016（平成 28）年 4月～ 2027（令和 9）年 3月
小児看護学 2016（平成 28）年 4月～ 2027（令和 9）年 3月
急性看護学 2015（平成 27）年 4月～ 2026（令和 8）年 3月
老年看護学 2015（平成 27）年 4月～ 2026（令和 8）年 3月
在宅看護学 2018（平成 30）年 4月～ 2029（令和 11）年 3月
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表４．聖隷クリストファー大学大学院看護学研究科における教育目的・教育目標
　　（高度実践看護師教育課程）
（3）教育課程について
　「看護学分野：高度実践看護コース」
　看護支援を必要とする個人、家族、集団に対して、エビデンスに基づく看護の専門性を高め、
より質の高い看護援助のあり方を探究し、臨床実践の充実・発展・変革を促進するための新し
い知識の活用・探求能力ならびに基礎的研究能力を修得します。
◎在宅看護学領域
　在宅で療養する多様な健康状態にある人々とその家族を生活者としてとらえるためのアセス
メント及びケアマネジメントの理論や方法論および専門的看護実践の方法を修得することを目
的とします。（中略） 高度実践看護コースでは、在宅看護に関連した高度な病態・診断・治療、
ケアシステムに関わる講義、演習及び実習を通して質の高い在宅看護を提供するためのより高
度な専門的かつ倫理的な看護実践能力を修得します。
◎老年看護学領域
　高齢社会の問題を幅広い視野でとらえ、高齢者の健康を支える看護の専門性を追求し、高齢
者ケアの改善・改革および専門性を探求するために必要な知識、技術を修得することを目的と
します。（中略） 高度実践看護コースでは、老年看護に関連した高度な病態・診断・治療に関わ
る講義、演習及び実習を通して質の高い老年看護を提供するためのより高度な専門的かつ倫理
的な看護実践能力を修得します。
◎慢性看護学領域
　さまざまな社会的役割を担いながら慢性病や慢性的な障害とともに生活する人々を理解し支
援するための看護のあり方を探求し、質の高い看護ケアを提供するための知識・技術を修得す
ることを目的とします。（中略） 高度実践看護コースでは、慢性看護に関連した高度な病態・診断・
治療に関わる講義、演習及び実習を通して質の高い慢性看護を提供するためのより高度な専門
的かつ倫理的な看護実践能力を修得します。
◎急性看護学領域
　生命危機の状態を経験する患者とその家族を理解し支援するための看護のあり方を探求し、
質の高い看護ケアを提供するための知識・技術を修得することを目的とします。（中略） 高度実
践看護コースでは、クリティカルケアに関連した高度な病態・診断・治療に関わる講義、演習
及び実習を通して質の高いクリティカルケアを提供するためのより高度な専門的かつ倫理的な
看護実践能力を修得します。
◎がん看護学領域
　がん医療が高度に進展する中で複雑・多岐にわたる問題を抱えているがん患者・家族を理解し、
高い QOLを目指した看護のあり方を探求します。（中略） 高度実践看護コースでは、がん看護
に関連した高度な病態・診断・治療に関わる講義、演習及び実習を通して質の高いがん看護ケ
アを提供するためのより高度な専門的かつ倫理的な看護実践能力を修得します。
◎小児看護学領域
　常に、成長・発達を続ける子どもを理解するとともにその成長・発達を促し、子どもと親・
家族の健康を増進するための看護援助のあり方を探求することを目的とします。（中略） 高度実
践看護コースでは、小児看護に関連した高度な病態・診断・治療に関わる講義、演習及び実習
を通して質の高い小児看護を提供するためのより高度な専門的かつ倫理的な看護実践能力を修
得します。
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５）研究計画に基づいてデータ収集を行い、
結果をまとめ、分析、考察し、論文にま
とめ、発表することができる。
６）看護高度専門職業人として、保健医療
をはじめとする他の専門職や研究者と連
携・協働し、適切なコミュニケーション
をとることができる。
７）国際的な視野を持ち、海外の専門家や
学生と交流ができる。
８）人々の健康、福祉、安寧に貢献し、生
涯に亘り看護学・看護実践を追及する自
己学修と自己評価することができる。
２．高度実践看護師教育課程の目標を追加し、
以下の 2つを掲げる。
１）各専門分野における高度実践看護専門
職として、基盤となる看護実践の知識と
態度を身につけ、根拠に基づいた分析的・
科学的で高度な専門的看護を実践するこ
とができる。
２）医療倫理をふまえ、各専門分野の実践、
研究を通じて、実践的指導者として活躍
し臨床の場の変革に貢献することができ
る。
［教育課程の構成］
教育課程は、修士論文作成を主とする修士
論文コースと専門看護師を目指す高度実践看
護コースに大別され、共通科目、基盤科目、
専門科目から構成されている。
○共通科目
看護学・社会福祉学およびリハビリテー
ション科学と関連の深い諸科学について理解
を深めるために、「健康増進・医療経済政策
特論」「臨床疫学特論－ EBM実践入門－」「心
理学特論」など他研究科博士前期課程と共通
する 13の科目を配置している。
○基盤科目
看護学研究の基礎となる「看護理論」「看
護研究方法」の 2科目を置くとともに、看護
研究に関わる知識を拡大し看護の専門性を追
求するために必要な「看護倫理」「看護管理
論」「看護政策論」「看護コンサルテーション
論」「フィジカルアセスメント」「病態生理学」
「臨床薬理学」の 7科目を配置している。
○専門科目
専門分野は、看護学分野として、基礎看護
学領域、看護管理学領域、地域看護学領域、
在宅看護学領域、老年看護学領域、精神看護
学領域、慢性看護学領域、急性看護学領域、
がん看護学領域、ウィメンズヘルス看護学領
域、助産学領域、小児看護学領域、計 12領
域を設定している。
博士前期課程では、看護理論と看護研究法
は必修科目となっている。「基盤科目」の 7
科目群の中と、特定の分野の単位数を満たす
科目を選択して履修する。
　　
Ⅳ．高度実践看護コ スーの現状と課題
2006（平成 18）年 4月から開始した本学
看護学研究科博士前期課程 CNSコース（26
単位）のがん看護学をはじめ、慢性看護学・
小児看護学領域は、高度実践看護コース（38
単位）に移行し全体で 6領域になった。がん
看護学・慢性看護学・小児看護学・急性看護
学・老年看護学・在宅看護学による高度実践
看護師養成課程は、看護学部の教育と連動し
ているため、CNS教育は教員の教育活動の
努力によるといえる。
がん看護学領域から開始した CNSコース
を修了した大学院生は、20余名である。多
くの CNSを輩出し、それぞれの臨床で看護
実践を担っている。また、看護学部や大学院
の非常勤講師として本学の教育にも貢献して
いる。
大学院と CNSとの連携として、CNSコー
ス修了生が本学の教員と聖隷 CNS事例検討
会を開催し、CNSと在学する大学院生の看
護実践力の向上につながっている（井上他，
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2019）。しかし、現状では、本学大学院と
CNS・臨床との連携した活動は多くない。今
後、臨床の CNSが一定期間に大学教員とし
て看護基礎教育や大学院教育が担当できるよ
うな異動のあり方、CNSの学部と大学院教
育への活用についての検討が必要と思われる。
本学の CNSコース修了生はほとんどが臨
床で CNSとして活躍している。一方、CNS
の資格認定に合格しない場合や臨床で CNS
としての役割がとれない場合もみられている。
病院看護部とともに大学が CNSを育ててい
るという意識、施設との連携が今後さらに求
められると考える。
Ⅴ．おわりに
本論をまとめるにあたり、本学の CNSコー
スの教育課程、申請の経緯を調べ、CNSの
発展のために多くの皆様に支えられて本学大
学院の教育が成り立っていることを感じてい
る。
今後、CNSの将来・大学院の教育プログ
ラムの検討、臨床との連携に取り組んでいき
たい。
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